






















年（一八〇一）に浪花書肆から刊行された。単に道徳項目を列挙するだけではなく、豊富な喩えを用い、そうしなければいけない理由を庶民にもわかりやすく説いている。詳しくは、拙稿「加藤景範『民間さとし草』の思想―その学問観 ・ 学者観を中心 」 （ 『中国研究集刊』 五三号、二〇一一年）をご覧 ただきたい。同書は 『近世町人思想集成』第十巻（クレス出版、二〇一〇年） 、 『江戸時代女性文庫』第五五巻（大空社、一九九六年） 影印があるが、崩し字で書かれているため、現代人 は読みづらい。本稿では、同書を翻刻 、注釈を付けた






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いうのは、王仁が 『論語』 と 『千字文』 を伝えたという伝承 （ 『古事記』に見える）を言う。
（
11b）
はうせず（割注：乱世ニハサマザマ暴虐無 ヲセシモノアレドモ、皆カノ道ハ知テヲリナガラ私欲ニヲボレテ悪ヲスルナリ。 ） して、 いまの世にいたれるなり。 されば今学問なきといへども、みな聖人の道にしたがひよりているなり。此道をはなれては、一日片時も此世の人に
交まじは
り































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ものとなりぬれば、 「世に るされたるくすしなどがさとすならではうけまじ」と口つぐみぬ さりぬべき人猶（なを）こころみて此さだめせよ。



























































































































































































  ―幕藩制国家の喪と穢』 （清文堂出版、一九九八年） が詳しい。






























































































































































身をそこなふことなるに、 へつらふ者は、 それをすすめ、其すすむるものをよろこぶ いさむる者は大かたいとふ。（
30a）

































































































































































































































































































はるるはとも ひとし。この 語の神のつきたるにてみよ。これはたしるしとせずば らじかし。
【注】○癡（ち）
　
痴に同じ。
民間さとしくさ
　　　 　　　　　　　
【完】
（奥付）享和元年
* 辛酉五月発行
浪花書肆
*　
柏原屋清右衛門
　　　　　
  小川屋清右衛門
【注】○享和元年
　
一八〇一年。○浪花書肆
　
浪花書肆は景範
が弟景亮の末子以修（号東岡）に作らせた出版社で、小川屋清右衛門は 範 甥である。
加藤景範『民間さとし草』翻刻・注釈 ― 湯城吉信
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